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日本語で読書ができる当たり前
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　物心ついた時から、実家には沢山の本があった。
絵本、小説、漫画、事典等、様々な種類の本があり、
家族全員が生活の一部のように本を読んでいた。日
本語の本を読めることが当たり前で、読書ができる
ことへの感謝の気持ち等、感じたことがなかった。
だが海外に滞在をしてから、気持ちに変化が生じた。
　JICA 海外協力隊で、日本語教師の隊員としてキ
リバス共和国に派遣されていた。漁船員養成校に配
属され、日本漁船で働くキリバス人漁船員（訓練生）
の日本語指導を担当した。当時は英語に自信が無
く、空き時間は英語の勉強に費やし、キリバス人職
員と会話し、英語力を向上させようとしていた。そ
して日本を出国してから約半年後、エネルギー切れ
になった。
　症状としては突然原因不明の高熱や脱水症状を起
こし、真っ直ぐ歩くことも危うい状態であった。キ
リバス流の治療を受け回復した後、今の生活には何
かが足りないと漠然と感じるようになった。そして
ある日、停電になりパソコンの電池が切れてしまっ
た時、偶然手に取った日本語の小説が、問題を解決
してくれた。
　日本語で読書ができる喜びを初めて感じ、日本人
としての自分のアイデンティティが埋まっていくよ
うな感覚を得た。自分に必要なのは外国人になろう
とすることではなく、日本人としてどこまでできる
かだと、発想の気づきも得た。この出来事から本の

読まず嫌いが無くなり、様々なジャンルの本を読め
るだけ読んだ。日本語の本を読むことで、世界のど
こにいても母国を感じられることに感謝しながら読
書を進めていた。
　帰国後、JICA 海外協力隊の経験を日本国内で活
かしたいと思い、現在は埼玉県担当の国際協力推進
員（外・共）として埼玉県立総合教育センターに
配置されている。教育分野から国際理解教育や多
文化共生を更に促進できるよう研修等を実施し、調
査も行っている。研修では、教室内で使用できる
国際理解教育等の教材紹介も行っている。例えば
JICA 東京のホームページには、国際理解教育等の
授業案が掲載されており (https://www.jica.go.jp/
tokyo/enterprise/kaihatsu/kaigaikenshu/
index.html)、JICA 地球ひろばのホームページで
は、SDGs 等を題材としたダウンロード可能な教材
もある (https://www.jica.go.jp/hiroba/teacher/
material/index.html)。教職員が多文化共生や国際
理解教育に関する理解をより深めることができれば、
教職員の手によって多くの学校で国際理解教育が実
施される。その授業を受けた、日本の未来を担う児
童生徒達の意識が変わっていくかもしれない。
　研修内でも伝えていることだが、日本の当たり前
は世界の当たり前ではない。読書を例に挙げても、
日本語の書物がいつでもどこでも手に入り、読める
とは限らない。改めて日本語を活字で読むことで、
今まで感じなかった気持ちに出会えるかもしれない。
当たり前に気付き、感謝の気持ちを添えるだけで、
また新たな気付きへ繋がるのではないか。（すずき 

あゆみ：JICA 東京　国際協力推進員（外国人材・共生））

鈴木 歩未
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の学校で図書館を利用した授業や本の貸し出し数が
減少傾向にあるようだ。

図書館リニューアル作戦開始

　さて、そうはいってもコロナのせいにしてこのま
まにしておくわけにはいかない。ゴールデンウィー
ク明け。ひと月通った図書館のドアを開いて改めて
そこに立ち、全体を見渡して問うた。「魅力的な空
間か？　魅力的な本があるか？」。いくら言葉巧み
に生徒を図書館に誘い込んでも、そこが魅力的な場
所でなかったとしたら、そこにワクワクするような
本との出会いがなかったら、その後の利用に繋がる
ことはない。
　そこからは早かった。全ての本を棚から下ろし書
架を水拭き。本の表紙に纏っているほこりもすべて
拭き上げた。空になった書架は押したり引いたりし
ながら移動させ、レイアウトを整えた。本は除籍を
しながら、生徒の導線を考えた配置に並び替え、棚
に戻した。館内の奥に眠っていたソファはまんが
コーナーに移し、そこに雑誌架と新聞も持ってき
て、ゆっくり読んでもらえるコーナーにした。大が
かりな移動はここ
までで、その後は
雰囲気を整える作
業へと移る。落ち
着いた雰囲気にし
たかったこと、学

　本校図書館で一番の人気はめだかだ。「かわいい！
癒やされる！」と水槽を覗き込み、水面にえさを落
とす生徒の姿に目を細める。･･･ と、ほっこりして
いる場合ではない。ここは図書館だ。とはいえ、肝
心の本には手が伸びない。それどころか図書館にな
かなか足が向かない様子なのである。
　現在勤める岡山県立玉野高等学校に昨年赴任して
きた私は、新たな生徒との出会いを楽しみにしてい
た。だが、しかし。始業式を迎え新学期がスタート
しても図書館に生徒はやって来なかった。1 年生
へのオリエンテーションもしたし、慌てて図書館だ
よりを発行してみたけれど、思ったような反応がな
かった。４月も終わりに近づき新学期のドタバタも
だいぶ落ち着き、ゴールデンウィーク前には本を読
みたい生徒がいくらか来るだろうと踏んでいたの
も、閑古鳥が鳴いたまま連休に突入してしまった。

図書館利用の減少

　前任校は字があれば読んでしまうような生徒が多
く、図書館だよりやポスターにも鋭く反応して図書
館に足を運び、こちらが驚くくらいに様々なジャン
ルの本が毎日借り出されていた。学校が変われば生
徒も借りられる本もまた変わる、そんなことは分
かっていたものの、生徒がやって来ないという状況
は全く想定していなかったので正直面食らった。
　コロナによる影響も大きいと考えている。３年前、
密を避けるようにと声高に言われ始めたあの頃。図
書館でも座席数を減らしたり、短時間での利用を呼
び掛けたりしてこちらから利用を減らしてしまっ
た経緯があるが、そのまま今に至ってしまってい
る。また休校などの措置の裏で急速に進んだ GIGA
スクール構想により、ひとり１台端末を持つよう
になったことも大きい。これまで図書館にある PC
やタブレットを利用しながら、本や新聞などからも
情報を得て行われていた調べ学習や探究活動が、端
末だけで完結してしまうケースが増えたようだ。こ
のふたつは周りの司書からも同様の声を聞く。多く

－図書館の入口に立ち、問うてみる
吉岡 亜希子

写真上：整備中の様子／写真下：整備後

“今この瞬間”の図書館をつくる
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たらどうしよう
などという心配
は杞憂に終わっ
てしまうことに
なった。
　一度離れてし
まった利用者を
取り戻すことはとても難しいことだと実感する。ま
た、ここのところ高校生の生活スタイルは大きく
変化し、読書どころかテレビも見ないという生徒が
多い。生徒の多くはコロコロと流行の入れ替わる
SNS や YouTube の閲覧に多くの時間を捧げ、そ
こから情報を得ているようだ。

図書館という空間と生徒を繋ぐ

　最近、空間演出コンサルタントである尼川ゆら氏
の講演を聴く機会があった。「図書館空間を演出す
る～利用者を思い描いて、つなげる～」と題された
その講演では具体例を挙げながら、館内からマイナ
ス要素を取り除くこと、コンセプトカラーを決めア
クセントカラーを効果的に使いながら情報を伝える
こと、空間に流れをつくることなどについてご教授
いただいた。ここまでやってきたことに間違いは無
かったと確認することができた一方、やはり利用者
像を掴みきれていないのだろうという思いに至っ
た。当然のごとく生徒は毎年変わり、最近は特に社
会や流行の変化もめまぐるしい。そんな中タイミン
グ良く生徒の心を掴むような演出ができていないの
ではないか、空間と生徒を繋ぐアクションがうまく
できていないのではないかと思う。「高校生」と一
括りに見るのではなく、本校の生徒や地域の特性、
社会の流行などを見極め、伝えたい情報を精査し、
働きかけたい相手をイメージしながら演出するとい
うことを改めて丁寧にスピーディーに行わなければ
いけないと実感した。
　ひと通り館内を整備してから１年以上が経過し
た。そのとき新鮮だったものももしかするとマイ
ナス要素に変化しているかもしれない。またあの
ときのように図書館の入口に立ち、問うてみよう。
きっとやるべきことはまだまだたくさんあるのだ
と思う。（よしおか あきこ：岡山県立玉野高等学校）

校が海の近くにあることから、深い青緑をコンセ
プトカラーとしてサインを作り替え、コンセプト
に合わないものや色褪せてしまったポスターなど
はすべて取り除き、新しい掲示を作り直した。作
業を始めてひと月半、ひとまず環境を整えること
は終了。生徒からも「あれ？　何か変わった！」「本
屋さんみたいに見やすい！」とまずまずの声を聞
くことができた。少人数ではあるが、まんがコー
ナーに置いたソファに座って読書をする生徒も見
られるようになった。

ＧＯ ＴＯトショカンキャンペーン

　さて次はこの場所で素敵な本に巡り合わせるしか
け作り。書架を整理してできたスペースや書庫に
眠っていた台などを使ってまずはテーマ展示のコー
ナーを設け、毎月５～６テーマずつ本を入れ替え、
新着図書や雑誌コーナーも入り口から見えるところ
に設置し直した。いつ来ても新しい本との出会いの
ある「動いている」図書館を見せたかった。ただ館
内までやって来なければこれも意味のない演出に
なってしまうのだが、教室から遠くはないものの生
徒の導線上にない本校図書館には、やはり足が向か
ないようなのである。では次の手だ。
　生徒の導線と図書館への導線との分かれ目に図書
館の掲示板を置いてみる。館内展示の紹介や新着図
書の情報を短いペースで貼り替えてここでも「動く
図書館」を演出した。本に興味がなくても立ち止まっ
てもらえるように、その日の星座占いを毎日貼り替
えた。貸し出しに大きく繋がったという実感はない
が、掲示板の前で立ち止まっている生徒は時々見か
けるようになった。あと一息！
　次は図書館に生徒を誘い込む企画を考えた。読
書月間として設けた 11 月に図書委員の生徒と
ともに準備をした「GO TO トショカンキャン
ペーン」である。全生徒に「読書月間共通クー本

（PON）」を配布。クー本を持って図書館に来ると、
輪投げにチャレンジできたり、しおりのプレゼン
トがもらえたりする。本を借りれば、さらにクー
本をもらうこともできるという企画だった。一部
の生徒は期間中繰り返し通って本を借りてくれた。
ただ、たくさんの生徒が押し寄せて対応できなかっ
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「BOOKMARK」の８年間　

この冊子ができるにいたった経緯を書こうかと
思ったのですが、そんなことは、この冊子を手
に取った方にはどうでもいいような気がしてき
たので、やめます。
この冊子は、最近の翻訳小説の中で、特にお勧
めのものを選んで紹介したものです。紹介は、
それぞれ訳者の方にお願いしました。
紹介を読んで、おもしろそうだなと思ったら、
ぜひ作品を読んでみてください。
きっと、びっくりするほど、世界が広がります。
これが第 1 号です。2 号は出るのか？
たぶん出ると思います。できれば、季刊で出し
ていきたいねと、企画編集の 3 人で話している
ところです。

　こんな序文を載せて、この小冊子「BOOKMARK」
が誕生したのが 2015 年。12 号までは年に 4 回
発行していたのですが、さすがに疲れてきて、その
後、年2回にして19号が出たのが2021年11月。
　各号の内容は次の通りです。
１号「これがお勧め、いま最強の 17 冊」、現代青
春小説の特集
２号「本に感動、映画に感激」、原作もおもしろい、
映画もおもしろい作品の特集
３号「まだファンタジー？　ううん、もっとファン
タジー！」、ファンタジーの特集
４号「えっ、英語圏の本が１冊もない！？」、英語
圏以外の本特集
５号「過去の物語が未来を語る」、歴史物の特集
６号「明日が語る今日の世界」、ＳＦの特集
７号「眠れない夜へ、ようこそ」、ミステリ・ホラー
特集
８号「やっぱり新訳！」、新訳特集
９号「顔が好き」、装幀特集
10 号「わたしはわたし、ぼくはぼく」、LGBT 特集
11 号「Listen to Books!」、音楽特集
12 号「これ、忘れてない？」、戦争特集

13 号「絵＋字で、無敵！」、グラフィックノベル
特集
14 号「Against!」、ノーということ。
15 号「Be Short!」、短編集特集
16 号「Stranger Than Fiction?」、ノンフィク
ション特集
17 号「Books on Books」、本についての本特集
18 号「Other Voices, Other Places」、英語圏
以外の本特集 2
19 号「Fat but/and Fun」、分厚い本の特集

（巻頭エッセイ執筆者は、①江國香織、②ひこ・田中、
③松岡佑子、④東山彰良、⑤深緑野分、⑥星野智幸、
⑦恒川光太郎、⑧町田康、⑨川名潤、⑩松田青子、
⑪村上春樹、⑫佐藤亜紀、⑬小野耕生、⑭あさのあ
つこ、⑮宮内悠介、⑯ブレイディみかこ、⑰都甲幸
治、⑱多和田葉子、⑲桜庭一樹のみなさんです）。
　さて、20 号はどんなテーマにしよう……と、共
同編集者の三辺律子さんと話していたところ、ロシ
アがウクライナに侵攻を始めました。しばらく呆然
としていたのですが、そのうち、「BOOKMARK」
で何かできないか考え、特別号を出そうということ
になりました。今回は翻訳家ではなく、日本の作家
さんに原稿をお願いすることにして、次のような依
頼文を考えました。

　「BOOKMARK」は海外の翻訳作品の紹介冊
子で、とくに若者に読んでもらいたい作品を中
心に取り上げてきたのですが、今回は特別に、
日本の作家さんに作品をひとつ（自作でもほか
の方の作品でも、日本物でも翻訳物でも、小説
でも詩歌でも、絵本でも写真集でも、また戦争
に関係のない本でも）取り上げていただき、そ
れにからめて戦争に関するエッセイをお願いす
ることにしました。
　いうまでもなくロシアのウクライナ侵攻に触
発された特別号です。とはいえ、ロシアが悪い、
プーチンはひどいということではなく、とにか

金原 瑞人

―― これがお勧め、いま最強の 17 冊
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◆115社の約1,600点を紹介。巻末に掲載出版社名簿。
◆総記・健康科学・スポーツ・関連雑誌の４分類に大別。
中分類19項目(辞典、資料・報告、健康科学一般、健康、保
健、福祉、体育、スポーツ一般・オリンピック､陸上競技､水
泳・マリンスポーツ､体操､球技、格闘技､アウトドア､登山･
山岳、ダンス、冬季スポーツ、その他のスポーツ、レクリエ
ーション・ゲーム)。さらに細分類して適書選択の便を図っ
ています。各書目ISBNコード付。読者対象を表示。
◆新刊書名索引付。
◆叢書、講座類の一括購入に便利なシリーズ索引付。
◆書店様にてお取り寄せ出来ます。
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く「戦争」について考えるための冊子にしたい
と思っています。

　「日本の作家さん」と書きましたが、詩人、歌人、
ジャーナリスト、装丁家などの方にもお願いしまし
た。そして 29 名の方が、締め切りまで一ヶ月ない
というのに、原稿を寄せてくださいました。この特
別号は 9000 部作りました。寄稿してくださった
のは次の方々です。
　青山七恵、あさのあつこ、伊藤比呂美、江國香織、
小野耕生、金井真紀、川名潤、小手鞠るい、桜庭一樹、
高階杞一、恒川光太郎、都甲幸治、酉島伝法、長倉
洋海、中脇初枝、梨屋アリエ、東直子、東山彰良、
ひこ・田中、深緑野分、藤野可織、文月悠光、ブレ
イディみかこ、星野智幸、穂村弘、町田康、松田青

子、宮内悠介、森絵都。
　どのエッセイもそれぞれの個性と思いと切実さが
にじんでいて、ひとつ、またひとつと原稿が送られ
てくるたびに胸が熱くなりました。
　そしていま、ようやく 20 号に取りかかった
ところです。今回は、詩集や詩の形の小説の特集
で、ほぼラインナップは決まっています。来年の初
めくらいには出す予定です。どうぞ、お楽しみに。
　まるで総決算みたいな文章になりましたが、

「BOOKMARK」も 20 号＋特別号で、そろそろ
ひと区切りかなという気がしています。

（かねはら みずひと：翻訳家）
（「BOOKMARK」のバックナンバーはすべて、金原瑞

人の HP で読むことができます）

→ https://kanehara.jp/bookmark

https://www.tokyo-shoseki.co.jp/books/81441
https://kanehara.jp/bookmark
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https://www.shobunsha.co.jp/?p=7300
https://www.yamakawa.co.jp/product/59126
https://web.kawade.co.jp/column/54883/
https://www.minervashobo.co.jp/search/s18092.html
https://www.asakura.co.jp/detail.php?book_code=10294

